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エッジでのデバイス接続に対する需要は日増しに伸びています。Bluetooth SIGによると、

2018年には約 40億台のデバイスに Bluetoothテクノロジーが搭載され、この数字は、今

後 10年間で年間 12％の複合成長率で継続的に増加し続けると予想されています。この高

い継続的成長は、POI(point of interest)放送、屋内ナビゲーション、センサーおよび通信デ

ータの転送と記録、制御、監視、および自動化システムなどの新しい機能と標準のユース

ケースによって支えられています。 

Bluetoothラジオデバイスには通常 2つの形式があります。1つは、別個のマイクロプロ

セッサで制御できる、インターフェース付きラジオのみを提供するタイプで、もう 1つは、

Bluetoothスタックと特定のアプリケーションのために、Bluetoothラジオとマイクロコン

トローラを同じデバイス内に統合するタイプです。これらの統合ソリューションは、多く

の場合、マイクロコントローラの機能が限られているため、特定の市場のみで使用されて

います。 

スタンドアロン Bluetoothデバイス- 

 

統合された Bluetoothデバイス- 

 

 

さらに、この 2種類のデバイスに柔軟な IOが欠けていることが一般的です。たとえば、

マイクロコントローラレベルでは、カメラとディスプレイのインターフェースは少なく、

I2Sなどのオーディオインターフェースもまれです。センサーインターフェースも、使用

可能な IOの数が少ないため制限される場合があります。 

また、性能も制限される場合があります。通常、Bluetoothデバイス内のプロセッサは、

電力を節約するために最低の性能に制限されています。しかし、データストリーミングや

モーターの駆動などのシステムの継続的な監視と制御を必要とする常時オンのユースケー

スでは、プロセッサの性能が高いため、電力が高くなる可能性があります。 

これらの欠陥は、エッジ重視の FPGAの利点によって補うことができます。ただし、

Bluetoothラジオを統合した FPGAは現在のところないため、2-チップを同時に使用しなけ

ればなりません。したがって、開発者が新しい製品を開発する際に、回路基板面積、コス

ト、および統合の問題を考慮しなければなりません。 
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上記の課題を解決するために、GOWINセミコンダクターは、GW1NRFと呼ばれる、

Bluetooth 5.0低電力ラジオを統合した最初の FPGAを開発しました。これにより、柔軟で

多数の IOカウント、常時オンの低電力、加速、およびパイプライン機能を備えた FPGA

と、ワイヤレスデータ送信機能を備えた Bluetooth技術をシングルチップ内統合すること

が可能になりました。 

GW1NRFのハイレベル・ブロック図  

 

さらに、GW1NRFデバイス内には、他のいくつかの重要な機能が統合されています。こ

のデバイスには、Bluetoothスタックとユーザーアプリケーションの両方に使用できる、電

力の最適化された 32ビット ARCプロセッサが搭載されています。また、さまざまな電力

モードを提供できる電力管理ユニットと、デバイスの総消費電力を 5nAまで削減するパワ

ーゲートとも組み込まれています。デバイス全体が1.5Vまたは3.0Vで動作できるように、

このデバイスはステップアップ/ステップダウンレギュレータをさらに備えています。乱数

ジェネレータ、AES-128、およびキージェネレーターなどのセキュリティ機能も提供され

ています。 



Bluetooth 統合 FPGA によるワイヤレスエッジ・コネクティビティ ユースケース 

 

WP894-1.0J 3(6) 

 

GW1NRF-4のデバイス・ブロック図- 

 

ユースケース 

GW1NRFは、最終製品メーカーがこれまで不可能だった方法で革新することを可能にす

る、まったく新しいデバイスです。以下に、新製品のアイデアを生み出すために、いくつ

かの可能なユースケースが議論されています。 

カメラから Bluetoothへ 

カメラインターフェースは多くの場合、ほとんどのマイクロコントローラと Bluetooth

デバイスでサポートされていません。FPGAの柔軟な IOにより、多くのタイプのイメージ

センサーをパラレル/シングルエンド CMOSやシリアル化されたMIPI CSI-2などのインタ

ーフェースにより接続できます。 

 

オーディオハブから Bluetoothへ 

多くのマイクロコントローラと Bluetoothデバイスには、I2Sや PDMなどのマイクアレ
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イアプリケーション用のデジタル・マイクインターフェースが十分にありません。柔軟な

IOインターフェースを備えた FPGAにより、シングルチップで Bluetoothを介した複数の

マイクロフォン間のデータ通信を実装できます。 

 

Bluetoothによるモーター制御 

Bluetoothを介したモーター制御により、スマートフォンなどのバッテリー駆動デバイス

からロボットおよび産業機器を制御できます。FPGAリソースと柔軟な FPGA IOは、単一

のデバイスで Bluetoothを介して複数のモーターを制御することを促進できます。 

 

Bluetoothによる LED制御 

多数の電流駆動 IOと IOカウントにより、FPGAで複数の LEDを制御することが可能に

なりました。同じデバイスに Bluetoothを統合すると、LEDアレイをリモートで制御でき

るとともに、強度、色、シーケンスパターンの生成も調整できます。 
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結論 

低電力 Bluetoothとのエッジでの接続の必要性が高まっています。機械学習、コンピュ

ータービジョン、組み込みグラフィックスなどのユースケースでは、プログラム可能なヘ

テロジニアス・コンピューティングのニーズも増えています。SoC特性とプログラム可能

な機能を統合することも、電力、サイズ、およびコスト上の新しい要件を満たすためにま

すます必要になっています。低電力 Bluetoothを組み込んだ GOWIN GW1NRF4は、次世

代の組み込みコンピューティングデバイスを可能にしています。
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テクニカル・サポートとフィードバック 

GOWINセミコンダクターは、包括的な技術サポートをご提供しています。使用に関す

るご質問、ご意見については、直接弊社までお問い合わせください。 

Webサイト: www.gowinsemi.com/ja 

E-mail: support@gowinsemi.com 

改訂履歴 

日付 バージョン 説明 
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